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近
代
日
本
研
究
第
三
十
六
巻
（
二
〇
一
九
年
度
）

研
究
ノ
ー
ト

青
森
県
に
お
け
る
学
童
集
団
疎
開
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て

―
―
私
立
学
校
の
再
疎
開
を
中
心
に
―
―

柄

越

祥

子

一

は
じ
め
に

ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
末
期
、
東
京
都
を
は
じ
め
と
す
る
大
都
市
の
国
民
学
校
児
童
を
対
象
と
し
た
学
童
集
団
疎
開
の
実
施
過
程

は
単
純
で
は
な
い
。
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
「
場
当
た
り
的
」「
そ
の
場
し
の
ぎ
」
な
ど
と
評
さ
れ
て
い
る
よ
（
1
）

う
に
、
悪
化
し

て
い
く
戦
況
に
対
応
し
て
、
集
団
疎
開
の
在
り
方
も
変
化
し
て
い
っ
た
。
疎
開
政
策
の
変
化
の
中
で
、
特
に
東
京
都
か
ら
千
葉
・

茨
城
・
静
岡
三
県
に
疎
開
し
た
児
童
、
大
阪
市
か
ら
和
歌
山
県
に
疎
開
し
た
児
童
た
ち
に
と
っ
て
大
き
な
転
換
点
と
な
っ
た
の

が
、
昭
和
二
〇
年
に
行
わ
れ
た
再
疎
開
で
（
2
）

あ
る
。
当
該
県
は
、
米
軍
上
陸
に
備
え
て
軍
隊
を
配
備
す
る
計
画
が
持
た
れ
て
い
た
た
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め
、
疎
開
児
童
を
別
の
場
所
に
移
す
こ
と
に
な
っ
た
。『
東
京
都
教
育
史
』
は
、「
再
疎
開
の
理
由
の
四
分
の
三
が
防
衛
強
化
に
よ

る
も
の
で
、
次
い
で
軍
の
要
請
、
次
に
食
料
事
情
と
続
い
て
い
た
」
と
し
て
（
3
）

い
る
。

先
行
研
究
で
は
、
再
疎
開
に
つ
い
て
「
空
襲
の
危
険
に
対
処
す
る
た
め
で
は
な
く
、
軍
隊
配
備
の
必
要
性
に
基
づ
く
（
4
）

施
策
」
で

あ
る
こ
と
や
、
再
疎
開
の
受
入
れ
地
域
は
戦
争
末
期
の
こ
の
時
点
で
は
様
々
な
困
難
を
抱
え
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
（
5
）

き
た
。
こ

の
よ
う
な
政
策
的
社
会
的
背
景
を
踏
ま
え
た
上
で
、
本
稿
で
は
、
そ
の
よ
う
な
状
況
下
に
、
実
際
の
学
童
疎
開
の
現
場
で
疎
開
事

業
に
携
わ
る
教
員
た
ち
は
、
ど
の
よ
う
に
集
団
疎
開
を
運
営
し
て
い
っ
て
い
た
の
か
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
具
体
的
に
は
、
静

岡
県
か
ら
青
森
県
へ
と
県
外
に
再
疎
開
し
た
事
例
の
中
で
、
私
立
学
校
で
あ
る
慶
應
義
塾
幼
稚
舎
を
対
象
と
す
る
。
一
般
に
私
立

学
校
の
集
団
疎
開
が
「
学
校
関
係
者
の
個
人
的
な
働
き
か
け
に
依
存
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
た
め
に
、
今
以
て
十
全
に
捉
え
ら
れ

て
い
な
い
よ
う
で
（
6
）

あ
る
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
慶
應
義
塾
幼
稚
舎
も
疎
開
の
実
施
時
期
、
疎
開
地
域
な
ど
に
つ
い
て
は
公
立
国

民
学
校
に
準
じ
る
形
で
集
団
疎
開
を
実
施
し
て
い
る
が
、
一
次
疎
開
、
二
次
疎
開
で
静
岡
県
に
疎
開
し
た
時
に
は
、
疎
開
先
宿
舎

と
の
交
渉
や
、
保
護
者
か
ら
な
る
後
援
会
の
経
済
的
、
物
理
的
な
援
助
な
ど
の
よ
う
な
、
集
団
疎
開
生
活
の
諸
条
件
は
独
自
性
の

強
い
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
再
疎
開
は
、
先
述
の
よ
う
な
、
軍
事
的
な
目
的
や
受
入
れ
地
側
、
東
京
側
の
双
方
の
状
況
の
変
化
の

中
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
再
疎
開
を
す
る
に
あ
た
っ
て
、
私
立
学
校
の
独
自
性
は
、
ど
こ
ま
で
認
め
ら
れ
、
ど
の
よ
う
に

発
揮
さ
れ
た
の
か
を
慶
應
義
塾
幼
稚
舎
を
事
例
に
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、
同
じ
渋
谷
区
の
青
山
学
院
緑
岡
初
等
学
校
を
幼
稚
舎

の
比
較
事
例
と
す
る
こ
と
で
幼
稚
舎
の
事
例
の
意
味
を
考
え
（
7
）

た
い
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
再
疎
開
に
つ
い
て
特
化
し
て
語
る
時
に
は
、
政
策
や
受
入
れ
地
側
の
視
点
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
疎
開

し
た
私
立
学
校
の
側
か
ら
再
疎
開
の
実
態
を
検
証
す
る
こ
と
で
、
戦
時
下
の
私
立
学
校
の
一
側
面
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
が

本
稿
の
目
的
で
あ
る
。
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二

私
立
学
校
の
青
森
県
再
疎
開

昭
和
十
九
年
八
月
、
渋
谷
区
の
学
校
は
静
岡
県
と
富
山
県
に
最
初
の
集
団
疎
開
、
い
わ
ゆ
る
一
次
疎
開
を
行
っ
た
。
渋
谷
区
に

あ
っ
た
私
立
学
校
で
あ
る
慶
應
義
塾
幼
稚
舎
（
以
下
「
幼
稚
舎
」
と
表
記
す
る
）
は
、
他
の
公
立
国
民
学
校
と
同
様
に
区
の
指
示

に
従
っ
て
指
定
さ
れ
た
静
岡
県
へ
と
疎
開
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
二
転
三
転
す
る
宿
舎
の
選
定
や
宿
舎
と
の
細
か
な
交

渉
、
契
約
、
更
に
物
資
の
調
達
、
運
搬
な
ど
に
つ
い
て
は
、
教
員
た
ち
の
努
力
に
加
え
、
保
護
者
の
組
織
、
学
校
法
人
の
理
事
、

塾
長
な
ど
の
力
を
借
り
て
お
り
、
更
に
彼
ら
を
通
じ
た
地
元
の
有
力
者
へ
の
働
き
か
け
も
垣
間
見
（
8
）

え
る
。
同
じ
く
渋
谷
区
に
あ
る

私
立
学
校
の
青
山
学
院
緑
岡
初
等
学
校
（
現
在
の
青
山
学
院
初
等
部
の
前
身
。
以
下
「
緑
岡
初
等
学
校
」
と
表
記
す
る
）
も
疎
開

先
の
静
岡
県
は
区
の
指
定
通
り
で
あ
る
が
、
宿
舎
に
つ
い
て
は
、
渋
谷
区
に
指
定
さ
れ
た
旅
館
が
別
に
あ
っ
た
が
、
希
望
す
る
湯

ヶ
島
の
落
合
楼
に
寄
宿
す
る
た
め
、
静
岡
県
と
直
接
交
渉
し
て
渋
谷
区
の
決
定
を
覆
し
て
（
9
）

い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
一
次
疎
開
の
時

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
私
立
学
校
が
よ
り
良
い
と
考
え
る
環
境
を
作
り
出
す
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
が
持
ち
う
る
ル
ー
ト
で
交

渉
を
行
っ
て
い
た
。（

1
）
應
義
塾
幼
稚
舎
の
再
疎
開
の
実
施

青
森
県
が
学
童
集
団
疎
開
の
受
入
県
と
し
て
初
め
て
登
場
す
る
の
は
、
昭
和
二
〇
年
五
月
七
日
起
案
「
千
葉
、
茨
城
、
静
岡
各

県
内
学
童
団
疎
開
地
変
更
ノ
件
」
で
、
疎
開
対
象
は
渋
谷
区
、
荏
原
区
の
二
区
で
あ
る
。
五
月
十
五
日
の
『
東
奥
日
報
』
に
は
、

「
帝
都
の
学
童
四
千

今
月
末
か
ら
本
県
に
疎
開
」
と
し
て
、
集
団
疎
開
実
施
の
決
定
が
報
じ
ら
れ
た
。
続
い
て
、
五
月
十
七
日

青森県における学童集団疎開の受け入れについて
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付
の
『
東
奥
日
報
』
に
は
、「
疎
開
学
童
協
議
会
」
と
し
て
、
以
下
の
記
事
が
載
っ
た
。

東
京
都
大
森
、
荏
原
両
区
内
国
民
学
校
の
疎
開
児
童
二
千
名
を
受
け
入
れ
る
弘
前
市
及
び
中
、
南
、
西
、
北
津
軽
各
郡
の

受
入
れ
態
勢
協
議
会
は
十
五
日
弘
前
市
役
所
で
開
催
、
疎
開
側
東
京
都
教
育
局
下
村
技
師
、
関
視
学
官
他
両
区
教
学
課
員
、

受
入
側
木
村
疎
開
課
長
、
広
本
中
地
方
事
務
所
長
、
須
藤
弘
前
署
副
長
、
土
岐
弘
前
市
学
兵
課
長
他
各
郡
事
務
当
局
者
等
出

席
。先

づ
疎
開
側
の
下
村
技
師
よ
り
疎
開
者
の
希
望
と
し
て
食
料
の
配
給
特
に
蔬
菜
の
供
給
は
十
分
で
あ
る
事
、
防
空
防
火
の

点
か
ら
宿
舎
は
階
下
で
あ
る
事
、
宿
舎
が
旅
館
で
あ
る
と
き
は
そ
の
旅
館
の
経
営
は
受
入
地
元
直
営
で
あ
る
事
…
（
中
略
）

…
更
に
疎
開
側
で
は
疎
開
学
童
の
授
業
方
針
に
つ
い
て
成
る
べ
く
地
元
の
国
民
学
校
へ
混
入
し
、
地
元
の
学
童
の
学
級
へ
入

れ
て
貰
ひ
た
い
と
望
み
疎
開
学
童
の
愛
校
精
神
涵
養
に
努
め
て
貰
ひ
た
い
が
、
こ
れ
が
不
可
能
の
場
合
は
宿
舎
を
教
室
に
し

て
も
良
い
、
と
の
意
見
を
述
べ
た
。
こ
れ
に
対
し
土
岐
学
兵
課
長
は
、
弘
前
市
で
は
二
部
授
業
と
し
て
市
内
国
民
学
校
へ
学

童
を
収
容
す
る
考
へ
で
あ
る
と
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。（
下
線
、
引
用
者
）

こ
の
記
事
に
よ
る
と
、
疎
開
す
る
側
で
あ
る
東
京
は
、
こ
れ
ま
で
の
集
団
疎
開
の
経
験
か
ら
、
食
糧
や
防
空
防
火
、
経
営
の
こ
と

な
ど
を
気
に
か
け
て
相
談
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
更
に
興
味
深
い
の
は
、
疎
開
側
の
ほ
う
か
ら
、
地
元
国
民
学
校
へ
の
混
入

や
愛
校
精
神
の
育
成
を
求
め
、
受
入
れ
側
の
ほ
う
が
、
二
部
授
業
を
主
張
し
た
点
で
あ
る
。
文
部
省
が
出
し
た
昭
和
十
九
年
八
月

二
二
日
の
「
集
団
疎
開
学
童
ノ
教
育
に
関
す
る
件
」
で
は
、
地
元
の
学
校
の
教
室
の
供
与
を
得
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
、
疎
開

学
童
と
地
元
学
童
と
の
友
好
に
留
意
す
る
こ
と
な
ど
の
内
容
は
あ
る
が
、
混
合
授
業
を
奨
励
し
て
い
る
わ
け
で
は
（
10
）

な
い
。
青
木
哲
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夫
に
よ
れ
ば
、
教
育
方
式
を
め
ぐ
っ
て
は
様
々
な
文
書
が
で
て
い
る
が
、
総
じ
て
、
受
入
れ
側
で
あ
る
「
県
は
自
己
の
主
導
権
を

主
張
し
」、
東
京
都
側
は
独
立
学
級
方
式
を
す
る
よ
う
な
文
書
を
出
し
て
（
11
）

い
る
。
再
疎
開
時
に
青
森
県
で
見
ら
れ
た
こ
の
よ
う
な

両
者
の
主
張
は
比
較
的
、
珍
し
い
要
求
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
こ
の
記
事
の
最
後
に
は
、「
各
地
の
受
入
れ
状
況
」
と
し
て
「
弘
前
市
一
千
名
」
な
ど
、
受
入
れ
人
数
が
書
か
れ
て
い

る
。
幼
稚
舎
が
疎
開
し
た
西
津
軽
郡
木
造
町
は
二
五
六
名
と
な
っ
て
お
り
、
幼
稚
舎
が
五
月
十
日
付
で
渋
谷
区
長
に
報
告
し
た
人

数
は
、「
学
童
数
二
一
六
名
、
職
員
寮
母
作
業
員
数
四
一
名
、
合
計
二
五
（
12
）

七
名
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
点
で
、
幼
稚
舎
が

木
造
に
疎
開
す
る
と
い
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

実
際
に
幼
稚
舎
の
教
員
た
ち
が
、
ど
の
時
点
で
再
疎
開
の
こ
と
を
知
り
え
た
の
か
、
正
確
な
記
録
は
な
い
。
五
月
十
日
に
教
員

が
「
疎
開
事
務
ニ
ツ
キ
」
区
役
所
に
出
か
け
た
と
い
う
記
述
、
十
二
日
に
は
緑
岡
初
等
学
校
の
中
山
国
六
主
任
が
幼
稚
舎
を
訪
問

し
、
疎
開
の
こ
と
に
つ
い
て
話
を
し
た
と
い
う
記
述
が
教
務
日
誌
に
（
13
）

あ
り
、
こ
の
段
階
で
既
に
情
報
を
得
て
い
た
可
能
性
も
あ

る
。五

月
十
八
日
に
は
、
疎
開
学
園
副
主
任
で
あ
り
、
実
質
的
な
責
任
者
で
あ
る
吉
田
小
五
郎
が
疎
開
先
の
修
善
寺
か
ら
東
京
に
戻

り
、
後
援
会
委
員
の
保
護
者
と
も
に
区
役
所
に
向
か
っ
た
。
後
援
会
委
員
は
幼
稚
舎
の
集
団
疎
開
開
始
時
か
ら
疎
開
運
営
の
要
と

な
る
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
今
回
の
区
役
所
訪
問
は
再
疎
開
実
施
に
向
け
て
重
要
な
情
報
が
与
え
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
翌
十

九
日
、
二
〇
日
と
続
け
て
、
吉
田
が
幼
稚
舎
を
訪
れ
、
後
援
会
委
員
や
幼
稚
舎
の
教
員
と
疎
開
に
関
す
る
こ
と
を
打
ち
合
わ
せ
て

い
る
。
そ
し
て
二
一
日
に
は
、
修
善
寺
か
ら
二
人
の
教
員
が
上
京
し
、
吉
田
を
含
め
た
教
員
四
人
で
渋
谷
区
役
所
へ
向
か
っ
て
い

マ

マ

る
。
幼
稚
舎
に
は
「
国
民
学
校
長
開
催
ノ
件
（
校
長
会
の
意
か
―
引
用
者（
14
）

注
）」
と
い
う
二
一
日
付
の
渋
谷
区
か
ら
の
印
刷
物
が

残
っ
て
お
り
、
二
三
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
校
長
会
に
は
、「
青
森
県
へ
再
疎
開
児
童
ノ
」
の
人
数
表
を
持
参
す
る
よ
う
に
指
示

青森県における学童集団疎開の受け入れについて
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が
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
校
長
会
に
関
す
る
印
刷
物
を
作
成
し
た
二
一
日
に
は
、
青
森
県
へ
の
再
疎
開
は
周
知
の
事
実
と
し
て

扱
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
尚
、
こ
の
印
刷
物
は
二
三
日
当
日
の
「
午
后
四
時
ニ
受
取
リ
タ
ル
ヲ
以
テ
、
ソ
ノ
由
区
役
所
ニ

電
話
ノ
上
、
二
十
四
日
出
頭
ス
ル
（
15
）

コ
ト
」
と
し
た
が
、
二
四
日
は
未
明
よ
り
山
の
手
空
襲
が
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
校
長
会
の
内
容

が
ど
の
よ
う
に
幼
稚
舎
に
伝
わ
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

渋
谷
区
役
所
へ
四
人
で
向
か
っ
た
翌
日
の
二
二
日
、
吉
田
以
下
、
修
善
寺
疎
開
学
園
の
教
員
三
名
は
、
青
森
へ
と
出
発
し
、
二

九
日
に
帰
京
、
翌
三
〇
日
に
修
善
寺
に
戻
っ
た
。

幼
稚
舎
疎
開
学
園
の
あ
る
静
岡
県
の
修
善
寺
で
は
、
五
月
二
一
日
の
午
後
七
時
よ
り
教
員
会
議
が
開
か
れ
、
再
疎
開
に
関
す
る

報
告
が
な
さ
（
16
）

れ
た
。
報
告
者
と
し
て
吉
田
の
名
前
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
翌
二
二
日
の
青
森
行
き
の
切
符
を
「
修
善
寺
の
駅
長
を

お
が
み
た
お
（
17
）

し
て
」
手
に
入
れ
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
吉
田
た
ち
は
、
二
一
日
に
渋
谷
区
役
所
へ
行
っ
た
後
、
一
度
修
善
寺
に

戻
っ
た
模
様
で
あ
る
。

二
一
日
夜
の
会
議
で
は
、
ま
ず
、
再
疎
開
地
が
青
森
県
西
津
軽
郡
木
造
町
で
、
六
月
い
っ
ぱ
い
に
完
了
の
予
定
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
「
附
近
ニ
適
当
ナ
ル
所
ア
リ
タ
ル
場
合
疎
開
地
変
更
ハ
、
受
入
県
側
、
先
方
ノ
意
向
ニ
ヨ
ル
」
と
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
受

入
れ
県
や
受
入
れ
地
域
側
の
了
承
さ
え
得
ら
れ
れ
ば
、
東
京
都
や
渋
谷
区
の
指
示
と
は
別
に
幼
稚
舎
の
都
合
で
附
近
に
疎
開
地
の

変
更
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
読
み
取
れ
る
。
恐
ら
く
、
こ
の
二
点
が
渋
谷
区
と
の
話
の
中
で
出
て
き
た
こ

と
で
、
更
に
会
議
で
は
、
再
疎
開
時
の
教
員
の
身
分
保
障
の
問
題
や
、
保
護
者
へ
は
ま
だ
疎
開
先
を
明
か
さ
な
い
と
い
う
事
な

ど
、
慶
應
義
塾
や
幼
稚
舎
の
方
針
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

当
初
、
疎
開
地
の
変
更
の
可
能
性
を
渋
谷
区
か
ら
示
唆
さ
れ
て
い
た
幼
稚
舎
だ
っ
た
が
、
青
森
県
へ
事
前
調
査
に
向
か
っ
た
吉

田
達
は
、
青
森
県
疎
開
課
長
よ
り
「
疎
開
地
ハ
青
森
県
指
定
木
造
町
以
外
ニ
任
意
に
選
定
シ
得
ナ
イ
コ
ト
」
と
釘
を
さ
さ
れ
た
。
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そ
し
て
、
宿
舎
も
こ
の
時
伝
え
ら
れ
た
木
造
中
学
寄
宿
舎
、
西
教
寺
、
慶
応
寺
な
ど
、
実
際
に
宿
舎
と
し
た
場
所
と
同
じ
で

（
18
）

あ
り
、
幼
稚
舎
は
当
初
の
青
森
県
の
計
画
の
通
り
に
再
疎
開
を
実
施
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

保
護
者
へ
の
連
絡
は
、
東
京
（
天
現
寺
）
の
幼
稚
舎
で
六
月
七
日
に
印
刷
物
を
完
成
さ
せ
、「
デ
キ
ル
ダ
ケ
配
布
ス
ル
コ
ト
」

と
（
19
）

し
た
。
「
御
通
知
」
と
題
さ
れ
た
こ
の
印
（
20
）

刷
物
は
、
再
疎
開
の
理
由
に
つ
い
て
「
危
険
と
申
す
よ
り
、
食
料
事
情
の
た
め
と
察

せ
ら
れ
ま
す
」
と
し
て
お
り
、
再
疎
開
先
の
説
明
で
も
「
良
質
の
津
軽
米
、
林
檎
の
集
散
地
を
以
て
聞
ゆ
」「
付
近
に
工
場
全
く

な
し
。
従
っ
て
防
空
上
き
わ
め
て
安
全
に
し
て
、
今
日
ま
で
未
だ
敵
機
の
姿
を
見
た
る
こ
と
な
し
と
い
ふ
」
と
記
載
す
る
な
ど
、

遠
く
の
地
へ
の
疎
開
に
対
し
て
、
保
護
者
が
必
要
以
上
に
不
安
に
な
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
を
し
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
。

六
月
十
三
日
の
職
員
会
議
で
は
、
区
役
所
よ
り
出
発
期
日
が
六
月
二
〇
日
か
ら
二
五
日
と
決
ま
っ
た
こ
と
、
そ
れ
に
先
立
っ

て
、「
先
発
隊
」
編
成
が
報
告
さ
（
21
）

れ
た
。
こ
の
先
発
隊
は
、
教
員
四
名
、
寮
母
三
名
か
ら
な
り
、
六
月
十
五
日
に
東
京
を
経
由
し

て
青
森
へ
向
か
（
22
）

っ
た
。

十
七
日
の
午
後
四
時
半
に
木
造
町
に
到
着
し
た
先
発
隊
は
翌
日
か
ら
交
渉
や
挨
拶
を
し
て
ま
わ
り
、
寄
宿
舎
の
掃
除
な
ど
を
し

て
迎
え
る
準
備
を
し
て
い
る
。
木
造
中
学
の
寄
宿
舎
は
当
時
使
用
し
て
お
（
23
）

ら
ず
、
他
の
宿
舎
と
さ
れ
た
寺
院
も
含
め
、
集
団
疎
開

の
宿
舎
と
し
て
児
童
を
迎
え
る
た
め
に
、
先
発
隊
の
教
員
た
ち
は
苦
労
し
た
よ
う
で
（
24
）

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
も
、
伝
統
の
あ
る

高
級
旅
館
を
宿
泊
先
と
し
た
修
善
寺
疎
開
と
は
勝
手
が
違
っ
て
い
た
。
幼
稚
舎
に
は
、
こ
の
時
の
報
告
と
考
え
ら
れ
る
用
箋
が
二

種
類
保
存
さ
れ
て
お
り
、
十
九
日
付
で
、
木
造
は
寒
い
こ
と
、
物
資
が
な
い
こ
と
な
ど
を
告
げ
、
薪
炭
、
食
料
、
衣
服
、
布
団
な

ど
、
で
き
る
だ
け
持
参
す
る
よ
う
に
促
し
て
（
25
）

い
る
。
ま
た
、
翌
二
〇
日
の
日
付
の
あ
る
用
箋
に
は
、
す
で
に
再
疎
開
を
終
え
た
国

民
学
校
の
人
た
ち
の
経
験
な
ど
と
と
も
に
、「
輸
送
計
画
を
変
更
し
な
い
こ
と
」
と
訴
え
て
（
26
）

い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
六
月
前
半

に
実
施
さ
れ
た
再
疎
開
で
は
、
駅
員
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
基
づ
い
て
輸
送
計
画
を
変
更
し
、
食
事
な
ど
を
準
備
し
て
待
っ
て
い
た
弘
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前
の
人
の
「
好
意
を
無
駄
に
し
て
当
局
の
怒
り
を
買
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
」
と
伝
え
て
い
る
。
受
入
れ
側
の
好
意
と
疎
開
側
の
気

遣
い
が
わ
か
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
も
い
え
る
が
、
移
動
計
画
に
関
し
て
も
、
青
森
県
に
主
導
権
が
あ
り
、
結
果
的
に
青
森
県
の
管
理

下
で
の
移
動
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

ま
た
、
こ
の
報
告
で
は
「
何
で
も
あ
る
だ
け
も
の
を
持
っ
て
き
て
頂
き
た
い
。
物
資
は
何
に
も
あ
り
ま
せ
ん
」「
電
球
は
各
方

面
に
依
頼
し
て
五
〇
〇
で
も
一
〇
〇
〇
で
も
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
交
渉
価
値
も
絶
大
で
す
」
な
ど
と
切
々
と
訴
え
て
お
り
、
再

疎
開
先
の
物
資
が
不
足
し
て
い
る
よ
う
に
先
発
隊
の
教
員
が
感
じ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
そ
れ
は
単
純
に
現
状
、
物
が
な
い

と
い
う
だ
け
で
な
く
、
今
後
も
簡
単
に
は
補
充
さ
れ
得
な
い
、
修
善
寺
へ
の
疎
開
の
時
に
は
あ
っ
た
「
各
方
面
へ
の
依
頼
」
が
、

青
森
で
は
難
し
く
、
自
力
で
物
資
の
調
達
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
緊
張
感
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

幼
稚
舎
は
六
月
三
〇
日
、
午
後
七
時
二
二
分
に
三
島
を
出
発
し
、
一
〇
時
二
〇
分
品
川
着
。
面
会
の
後
、
一
〇
時
三
〇
分
に
品

川
を
発
ち
、
七
月
二
日
午
前
一
〇
時
四
分
に
弘
前
到
着
の
予
定
で
あ
（
27
）

っ
た
。『
東
奥
日
報
』（
七
月
三
日
）
に
よ
る
と
予
定
通
り
二

日
に
到
着
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

東
京
都
か
ら
の
第
二
次
集
団
疎
開
学
童
と
し
て
一
日
荏
原
区
内
五
国
民
学
校
六
百
一
名
が
黒
石
、
大
鰐
両
町
と
そ
の
付
近

へ
、
二
日
渋
谷
区
内
十
校
、
一
千
二
百
四
十
八
名
が
弘
前
市
周
辺
、
木
造
、
板
柳
、
金
木
両
町
へ
そ
れ
ぞ
れ
落
ち
着
い
た

が
、
去
月
七
、
十
二
の
二
日
に
は
第
一
次
疎
開
一
千
八
百
五
十
七
名
が
入
り
、
学
童
集
団
疎
開
は
こ
れ
で
一
応
打
ち
切
ら
れ

た
。（
傍
線
引
用
者
）

先
発
隊
の
教
員
が
事
前
に
知
ら
せ
て
い
る
よ
う
に
、
弘
前
駅
で
は
乗
り
換
え
時
間
を
利
用
し
た
歓
迎
会
が
行
わ
れ
、
児
童
の
作
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文
に
は
「
弘
前
で
汽
車
を
乗
換
へ
た
。
弘
前
の
て
い
車
時
間
に
駅
前
で
青
森
の
子
供
た
ち
と
、
式
を
行
っ（
28
）

た
。」
ま
た
「
弘
前
の

国
民
学
校
で
昼
食
を
食
べ
、
又
汽
車
で
木
造
へ
走
っ（
29
）

た
。」
な
ど
の
記
述
が
あ
る
。

弘
前
か
ら
、
更
に
移
動
し
、
木
造
に
到
着
し
た
の
は
午
後
三
時
半
で
あ
っ
た
。「
向
陽
国
民
学
校
の
生
徒
六
年
生
と
高
等
科
の

生
徒
が
僕
た
ち
を
迎
え
て
く
だ
さ
っ
た
。
あ
い
さ
つ
を
し
て
荷
物
を
寄
宿
舎
ま
で
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
（
30
）

っ
た
」
「
…
…
そ
れ
か
ら

し
ば
ら
く
し
て
木
造
駅
に
着
い
た
。
降
り
る
と
木
造
の
中
学
生
が
荷
運
び
を
手
伝
っ
て
く
（
31
）

れ
た
」
「
町
の
人
た
ち
は
心
厚
く
僕
達

を
迎
へ
て
く
だ
さ
（
32
）

っ
た
」
な
ど
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
木
造
駅
で
も
地
元
国
民
学
校
児
童
を
中
心
に
町
の
人
の
出
迎
え
が
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。（

2
）
青
山
学
院
緑
岡
初
等
学
校
の
再
疎
開
の
実
施

幼
稚
舎
よ
り
も
先
に
再
疎
開
を
実
施
し
た
緑
岡
初
等
学
校
が
再
疎
開
の
こ
と
を
皆
に
知
ら
せ
た
の
は
、
疎
開
児
童
で
あ
っ
た
大

島
照
雄
の
日
記
に
「
青
森
行
き
の
お
話
を
聞
い
た
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
六
月
三
日
と
考
え
ら
（
33
）

れ
る
。

し
か
し
、
先
述
の
よ
う
に
、
五
月
二
三
日
に
は
再
疎
開
に
関
す
る
渋
谷
区
校
長
会
が
開
か
れ
て
お
り
、
校
長
ク
ラ
ス
の
首
脳
部

は
遅
く
と
も
こ
の
頃
に
は
青
森
県
へ
の
再
疎
開
は
耳
に
し
て
い
た
と
思
わ
れ
、
そ
の
間
の
緑
岡
初
等
学
校
の
動
向
は
明
ら
か
で
は

な
い
が
、
六
月
三
日
に
児
童
へ
再
疎
開
を
告
げ
て
以
降
、
翌
四
日
に
は
在
京
の
米
山
梅
吉
校
長
、
中
山
国
六
主
事
が
、
再
疎
開
準

備
の
た
め
静
岡
の
疎
開
地
を
訪
問
し
、
挨
拶
回
り
や
湯
ヶ
島
国
民
学
校
で
送
別
会
、
夕
食
後
、
青
森
に
出
発
と
い
う
性
急
な
運
び

と
な
（
34
）

っ
た
。

米
山
校
長
は
こ
の
湯
ヶ
島
滞
在
中
、
五
日
付
で
、
前
青
山
学
院
長
で
、
東
奥
義
塾
塾
長
も
務
め
た
こ
と
の
あ
る
笹
森
順
造
に
手

紙
を
送
り
、
再
疎
開
へ
の
具
体
的
な
日
程
、
再
疎
開
人
数
な
ど
を
伝
え
て
（
35
）

い
る
。
こ
の
書
簡
に
は
「
緑
岡
初
等
学
校
再
疎
開
ニ
相

青森県における学童集団疎開の受け入れについて

319



成
申
仕
儀
も
御
聞
及
候
」
と
あ
り
、
こ
の
六
月
五
日
の
段
階
で
、
青
森
再
疎
開
に
つ
い
て
は
笹
森
の
耳
に
も
す
で
に
入
っ
て
心
配

し
て
い
る
こ
と
、
更
に
笹
森
の
兄
で
当
時
東
奥
義
塾
塾
長
で
あ
っ
た
浅
田
良
逸
へ
の
話
も
つ
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
よ

う
な
こ
と
か
ら
、
米
山
校
長
以
下
学
校
関
係
者
は
、
青
森
再
疎
開
の
情
報
を
得
て
以
降
、
関
係
方
面
と
の
連
絡
、
協
力
要
請
な
ど

に
動
い
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

十
日
の
夜
に
湯
ヶ
島
を
発
っ
た
一
行
は
、
十
二
日
の
朝
、
弘
前
に
到
着
し
、
弘
前
駅
で
現
地
国
民
学
校
の
歓
迎
を
受
け
て

（
36
）

い
る
。
弘
前
に
あ
る
和
徳
国
民
学
校
で
は
六
月
七
日
、
第
一
陣
で
あ
る
渋
谷
区
の
国
民
学
校
（
富
谷
、
渋
谷
、
本
町
、
原
宿
、
長

谷
戸
、
臨
川
、
山
谷
、
千
駄
ヶ
谷
各
国
民
学
校
）
と
、
荏
原
区
の
宮
前
国
民
学
校
の
児
童
が
到
着
し
た
と
き
に
、
他
の
弘
前
市
内

の
国
民
学
校
と
共
に
、「
六
年
男
一
組
、
四
年
女
三
組
が
代
表
と
な
っ
て
停
車
場
へ
出
か
け
、
市
内
児
童
を
代
表
し
て
本
校
六
年

庄
司
道
夫
が
歓
迎
の
言
葉
を
（
37
）

述
べ
」
て
お
り
、
緑
岡
初
等
学
校
を
含
む
第
二
陣
到
着
の
六
月
十
二
日
も
「
午
前
十
時
十
四
分
着
ノ

疎
開
児
童
出
迎
ニ
六
年
一
組
、
六
年
三
組
弘
前
駅
（
38
）

ニ
赴
」
い
て
、
歓
迎
会
が
行
わ
れ
た
。

到
着
し
た
当
日
は
、
弘
前
市
内
の
小
堀
旅
館
と
石
川
旅
館
へ
分
宿
し
、
六
月
二
四
日
弘
前
女
学
校
（
現
弘
前
学
院
）
に
移
動
し

て
い
る
。
こ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
疎
開
現
地
責
任
者
の
小
宮
山
伍
助
は
「
県
で
は
寺
町
の
寺
院
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

た
の
で
あ
る
が
、
キ
リ
ス
ト
教
主
義
学
校
児
童
が
仏
教
の
寺
で
は
と
い
う
こ
と
で
こ
こ
を
選
（
39
）

ん
だ
」
と
回
想
し
、
青
山
学
院
の
集

団
疎
開
を
研
究
し
た
中
村
早
苗
は
「
青
森
県
の
指
示
で
は
寺
院
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
も
の
を
、
弘
前
女
学
校
に

変
更
し
た
の
は
、
米
山
先
生
の
依
頼
を
受
け
て
動
い
た
笹
森
順
三
先
生
の
配
慮
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
弘
前
に
縁
故
疎
開
し
て
い

た
笹
森
の
家
族
は
宣
教
師
が
帰
国
し
て
空
い
て
い
た
弘
前
女
学
校
の
宣
教
師
館
に
滞
在
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
か
ら
も
そ
の
よ
う

に
考
え
ら
（
40
）

れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
青
山
学
院
と
弘
前
女
学
院
や
弘
前
と
い
う
地
域
と
の
関
係
は
、
こ
の
時
期
だ
け

の
も
の
で
は
な
く
、
青
山
学
院
の
第
二
代
院
長
で
あ
る
本
多
庸
一
が
、
弘
前
の
出
身
で
あ
り
、
東
奥
義
塾
の
再
興
や
弘
前
公
会
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（
の
ち
弘
前
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
）
や
弘
前
女
学
院
の
創
立
者
で
あ
る
な
ど
、
歴
史
的
に
深
い
関
わ
り
が
あ
っ
て
の
上
で
の
事
と
考

え
ら
（
41
）

れ
る
。
信
仰
の
問
題
や
笹
森
順
造
の
影
響
力
と
い
っ
た
個
別
で
特
殊
な
事
情
が
あ
る
に
せ
よ
、
こ
の
移
動
は
、
児
童
た
ち
よ

り
も
先
に
準
備
の
た
め
に
弘
前
に
入
っ
た
中
山
主
事
が
六
月
十
一
日
の
電
報
で
「
ジ
ヨ
ガ
ク
カ
ウ
カ
シ
テ
ク
レ
（「
女
学
校
が
宿

舎
を
貸
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
」
の
意
か
―
引
用
（
42
）

者
注
）、」
と
知
ら
せ
て
い
る
こ
と
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
緑
岡
初
等
学
校

側
の
働
き
か
け
で
、
青
森
県
側
の
決
定
を
自
分
た
ち
の
事
情
に
合
わ
せ
て
覆
し
た
事
例
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

三

青
森
県
で
の
疎
開
生
活

（
1
）
慶
應
義
塾
幼
稚
舎
の
木
造
で
の
生
活

幼
稚
舎
の
木
造
で
の
生
活
は
三
つ
の
宿
舎
に
分
か
れ
て
行
わ
（
43
）

れ
た
。
中
学
校
寄
宿
舎
の
五
年
、
六
年
生
は
松
の
湯
と
い
う
町
の

銭
湯
で
入
浴
し
て
（
44
）

い
る
。
到
着
初
日
の
こ
と
を
教
員
た
ち
は
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

吉
武

つ
い
て
風
呂
に
入
つ
て
や
れ
や
れ
と
思
つ
た
ら
、
ワ
ラ
ジ
視
学
と
い
う
の
が
来
ま
し
た
。
視
学
官
が
お
通
り
に
な
る

の
に
お
じ
ぎ
を
し
な
い
と
怒
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
ネ
。
何
だ
か
ず
い
分
ひ
ど
い
こ
と
を
云
い
ま
し
た
よ
。

吉
田

そ
の
視
学
官
は
ワ
ラ
ジ
を
は
い
て
い
る
ん
で
す
。
手
ぬ
ぐ
い
で
ハ
チ
マ
キ
を
し
（
45
）

て
ね
。

マ
マ

『
寮
生
生
活
誌
』
に
も
、
七
月
二
日
の
来
訪
者
欄
に
「
視
学
監
」
と
あ
り
、
到
着
当
日
に
視
学
官
が
来
て
、
教
員
た
ち
の
い
う
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よ
う
に
、
東
京
か
ら
来
た
疎
開
者
に
対
し
、
い
く
ら
か
引
き
締
め
る
よ
う
な
事
を
言
い
置
い
て
い
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。「
ワ
ラ

ジ
視
学
」
と
わ
ざ
わ
ざ
吉
武
が
呼
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
人
物
は
、
五
月
三
日
付
で
地
方
視
学
官
に
任
じ
ら
れ
た
池
田

（
46
）

健
三
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
池
田
は
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
宗
教
学
科
、
大
学
院
で
倫
理
学
を
修
め
た
と
さ
れ
、
卒
業
後

は
青
森
中
学
に
奉
職
し
た
が
「
中
学
は
月
給
が
多
く
て
、
仕
事
が
楽
す
ぎ
る
」
と
し
て
辞
職
、
日
雇
い
労
働
な
ど
を
経
て
、
下
北

郡
の
田
代
国
民
学
校
に
赴
任
、
僻
地
教
育
に
尽
力
し
た
。
京
都
帝
大
時
代
に
没
頭
し
た
と
さ
れ
る
西
田
天
香
の
一
（
47
）

燈
園
の
活
動
か

ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
そ
の
生
活
信
条
は
行
き
過
ぎ
な
ま
で
の
清
貧
で
、
風
変
わ
り
な
言
動
か
ら
「
ワ
ラ
ジ
校
長
」
の
異
名
で
知

ら
れ
て
い
た
。

池
田
は
、
視
学
官
就
任
時
に
「
私
如
き
も
の
が
と
思
ひ
ま
し
た
が
熟
慮
の
上
お
引
受
け
す
る
事
に
い
た
し
ま
し
た
」
と
し
て
、

「
命
に
基
き
特
攻
精
神
に
□
き
喜
ん
で
死
ぬ
気
持
ち
で
赴
任
す
る
、
よ
き
死
場
所
を
得
一
生
懸
命
頑
張
る
積
り
で
あ
る
か
ら
県
下

の
諸
先
生
方
も
私
と
一
緒
に
死
ぬ
覚
悟
を
も
つ
て
大
い
に
頑
張
つ
て
貰
ひ
（
48
）

た
い
」
と
い
う
思
い
を
示
し
て
お
り
、
疎
開
で
青
森
に

来
た
教
員
に
も
同
じ
よ
う
な
覚
悟
を
求
め
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
幼
稚
舎
の
教
員
が
視
学
官
に
言
わ
れ
た
こ
と
と
し
て
記
憶
し

て
い
る
「
生
意
気
を
い
う
の
な
ら
三
度
の
飯
を
二
度
に
し
ろ
（
49
）

と
か
」
と
い
う
言
葉
も
、
池
田
が
「
一
日
に
三
度
の
飯
を
食
は
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
と
か
…
（
中
略
）
…
米
英
流
の
既
成
医
学
に
し
た
が
へ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
と
う
の
昔
に
死
ん
で
ゐ
る
は
ず
で
（
50
）

あ
る
」

と
い
う
考
え
を
元
々
持
っ
て
い
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
池
田
に
と
っ
て
は
幼
稚
舎
の
教
員
が
受
け
取
っ
た
ほ
ど
に
は
暴
言
で
は

な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
多
少
の
行
き
違
い
が
あ
っ
た
上
に
、
こ
の
日
、
幼
稚
舎
の
教
員
た
ち
が
最
も
困
惑
し
た
の
は
、
池
田
が
地
元
国
民

学
校
で
の
混
合
授
業
を
指
示
し
て
い
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。「
そ
こ
で
、
わ
た
し
（
吉
田
―
引
用
者
注
）
と
吉
武
さ
ん
と
県
庁
に

談
じ
込
み
に
行
き
ま
（
51
）

し
た
」
と
の
回
想
が
あ
る
よ
う
に
、
木
造
に
到
着
後
の
間
も
な
い
混
乱
し
た
日
々
の
中
で
、
新
生
活
準
備
の
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合
間
を
縫
っ
て
、
七
月
五
日
と
九
日
に
吉
田
と
教
員
の
吉
武
が
連
れ
立
っ
て
青
森
に
出
張
し
て
（
52
）

い
る
の
は
こ
の
こ
と
と
関
係
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

七
月
七
日
の
教
員
会
議
で
は
こ
の
件
が
大
き
く
問
題
と
な
り
、「
青
森
県
ノ
方
針
ハ
全
面
的
ニ
地
元
学
校
ノ
既
設
学
級
へ
編
入

ス
ル
コ
ト
ニ
ア
ル
ガ
、
当
方
ト
シ
テ
ハ
出
来
ル
ダ
ケ
ソ
レ
ヲ
避
ケ
ル
ベ
ク
努
力
シ
ツ
ツ
ア
リ
。
シ
カ
シ
恐
ラ
ク
不
可
能
ト
ノ
見
込

ミ
ナ
リ
」
と
い
う
悲
観
的
な
報
告
が
さ
れ
、
様
々
な
意
見
が
出
た
の
ち
、「
青
森
県
ノ
既
定
方
針
ヲ
ク
ツ
ガ
ヘ
ス
コ
ト
ハ
不
可
能

ナ
ル
モ
出
来
ル
ダ
ケ
特
殊
事
情
ヲ
考
慮
シ
テ
貰
フ
ヤ
ウ
ニ
努
力
ス
ル
ト
イ
フ
コ
ト
ニ
」
な
（
53
）

っ
た
。

次
い
で
、
九
日
、
青
森
出
張
か
ら
戻
っ
た
当
日
に
開
か
れ
た
教
員
会
議
で
は
、「
向
陽
国
民
学
校
ヘ
ノ
編
入
条
件
ニ
ツ
キ
テ
県

庁
ト
ノ
交
渉
結
果
ニ
ツ
キ
テ
報
告
」
と
し
、「
当
方
ノ
ミ
ノ
学
級
ヲ
ツ
ク
リ
、
二
部
授
業
ト
ナ
ス
コ
ト
ニ
決
定
」
し
た
と
伝
え
ら

（
54
）

れ
た
。
午
前
中
は
座
学
で
、
午
後
に
登
校
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
修
善
寺
の
こ
ろ
と
ほ
ぼ
同
じ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
、

五
月
十
七
日
付
の
『
東
奥
日
報
』
に
は
、
疎
開
側
、
つ
ま
り
東
京
側
が
「
成
る
べ
く
地
元
の
国
民
学
校
へ
混
入
」
を
主
張
し
た
の

に
対
し
、
む
し
ろ
受
入
れ
側
の
弘
前
が
「
二
部
授
業
と
し
て
市
内
国
民
学
校
へ
学
童
を
収
容
す
る
」
と
述
べ
て
お
り
、
吉
田
達
が

覆
せ
な
い
と
悲
観
し
た
「
青
森
県
ノ
既
定
方
針
」
と
は
、
ど
こ
で
示
さ
れ
た
も
の
な
の
か
不
明
で
あ
る
。
こ
の
日
の
吉
田
の
報
告

の
最
後
に
「
視
学
官
ガ
混
合
編
入
ヲ
主
張
シ
タ
ノ
ハ
、
座
学
ノ
ミ
ニ
ヨ
ル
ト
町
ノ
児
童
ト
ノ
友
誼
的
交
渉
ヲ
阻
害
ス
ル
オ
ソ
レ
ガ

ア
ル
ト
見
タ
ノ
ニ
ヨ
ル
モ
ノ
ノ
如
シ
」
と
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
覆
す
こ
と
の
で
き
な
い
青
森
県
の
既
定
方
針
」
と
し

て
吉
田
達
に
示
さ
れ
た
も
の
は
、
視
学
官
池
田
健
三
の
考
え
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
当
時
の
向
陽
国
民
学
校
児
童
の
「
向
陽

小
は
一
学
級
六
十
人
位
で
あ
っ
た
の
で
収
容
し
き
れ
な
か
っ
た
よ
う
（
55
）

で
す
」
と
い
う
回
想
も
あ
り
、
実
際
に
は
現
地
の
人
た
ち
の

目
に
も
混
合
編
入
は
現
実
的
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
集
団
疎
開
中
は
、
学
校
の
授
業
ら
し
い
こ
と
は
あ
ま
り
行
わ
れ
て
い

な
い
と
は
公
立
、
私
立
を
問
わ
ず
、
ど
こ
の
疎
開
経
験
で
も
多
く
聞
か
れ
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
、
授
業
を
幼
稚
舎
の
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児
童
に
向
け
て
、
幼
稚
舎
の
教
員
の
手
で
行
う
と
い
う
こ
と
は
、
私
立
学
校
と
し
て
独
自
の
教
育
方
針
を
掲
げ
て
き
た
幼
稚
舎

が
、
幼
稚
舎
と
し
て
集
団
疎
開
を
行
っ
て
い
る
限
り
、
教
員
や
児
童
、
更
に
は
通
わ
せ
て
い
る
保
護
者
に
と
っ
て
も
、
と
て
も
重

要
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
教
員
た
ち
が
、
そ
こ
に
拘
り
、
主
張
を
し
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
引
率
教
員
で
あ
る
渡
辺
徳
三
郎

は
、
訪
れ
た
向
陽
国
民
学
校
で
清
掃
中
の
児
童
に
対
し
て
敬
礼
を
す
る
よ
う
に
叱
咤
し
て
い
る
教
員
の
姿
を
見
て
「�
皇
国
民
の

練
成
�
と
い
う
旗
印
を
掲
げ
た
、
そ
の
頃
の
世
の
中
で
、
ど
こ
も
か
し
こ
も
敬
礼
ば
や
り
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
は
唖
然
と

（
56
）

し
た
」
と
回
想
を
し
て
お
り
、
池
田
視
学
か
ら
感
じ
ら
れ
る
違
和
感
だ
け
で
な
く
、
現
地
の
国
民
学
校
と
の
教
育
の
在
り
方
の
違

い
も
感
じ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
結
果
的
に
は
、
青
森
県
の
方
針
を
覆
し
た
と
い
う
ほ
ど
の
衝
突
や
変
化
で
は
な
い

と
思
わ
れ
る
が
、
教
員
た
ち
が
、
根
回
し
を
し
た
り
、
有
力
者
の
力
を
借
り
た
り
す
る
こ
と
な
く
、
直
接
的
な
交
渉
で
解
決
し
た

こ
と
も
、
修
善
寺
疎
開
学
園
と
異
な
っ
た
点
で
あ
っ
た
。

修
善
寺
に
疎
開
し
た
と
き
は
、
一
覧
表
を
作
る
ほ
ど
、
頻
繁
に
保
護
者
が
面
会
に
来
た
が
、
木
造
再
疎
開
後
は
、
遠
距
離
で
あ

る
こ
と
、
戦
局
が
悪
化
し
た
こ
と
な
ど
の
影
響
で
、
修
善
寺
の
よ
う
な
形
は
難
し
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。
七
月
十
日
の
「
木
造

（
57
）

通
信
」
に
は
「
面
会
の
規
則
は
追
っ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
が
取
敢
え
ず
お
出
の
方
は
お
帰
り
の
切
符
が
難
し
い
の
で
往
復
切
符
を

求
め
て
来
ら
れ
る
様
お
勧
め
致
し
ま
す
」
と
あ
り
、
青
森
に
来
る
こ
と
が
簡
単
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら

幼
稚
舎
の
木
造
で
の
疎
開
で
は
、
修
善
寺
の
時
の
よ
う
な
組
織
的
な
物
資
の
支
援
は
簡
単
で
は
な
く
、
一
般
の
国
民
学
校
の
疎
開

で
も
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
教
員
は
食
料
の
調
達
に
追
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
木
造
が
あ
る
津
軽
平
野
は
有
数
の
穀
倉
地
帯
だ

が
野
菜
畠
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
（
58
）

回
想
に
も
あ
る
よ
う
に
、
到
着
後
ま
も
な
い
八
月
九
日
の
教
員
会
議
で
、
野
菜
の

入
手
の
見
込
み
は
一
週
間
ほ
ど
な
い
が
、「
土
地
の
有
力
者
」
か
ら
、「
個
人
的
な
買
い
出
し
」
は
控
え
る
よ
う
に
助
言
さ
れ
て
い

る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
教
員
た
ち
は
、
国
民
学
校
経
由
で
野
菜
の
入
手
ル
ー
ト
を
確
保
で
き
な
い
か
、
と
い
う
よ
う
な
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相
談
を
し
て
（
59
）

い
る
。

や
が
て
幼
稚
舎
で
は
、
隣
村
に
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
、
八
月
十
日
の
教
員
会
議
で
は
「
川
除
村
ゝ
長
ノ
世
話
ニ
ヨ
ル
野
菜

購
入
ノ
件
ニ
ツ
キ
報
告
」
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
発
端
は
川
除
村
村
長
夫
人
が
「
わ
た
し
の
家
で
小
学
生
が
数
人
ア
カ
ザ
の
葉

を
つ
ん
で
い
る
の
で
何
に
す
る
の
か
と
聞
く
と
食
べ
る
の
だ
と
の
こ
と
、
気
の
毒
に
思
い
、
家
に
作
つ
て
あ
る
野
菜
を
わ
け
て
や

り
ま
（
60
）

し
た
」
と
い
う
偶
然
の
善
意
か
ら
く
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、「
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
は
村
の
婦
人
会
に
働
き
か
け
て
野
菜

を
集
め
、
こ
れ
を
疎
開
学
園
の
方
に
送
っ
た
り
し
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
。
そ
の
う
ち
に
「
疎
開
学
童
を
救
わ
な
け
れ
ば
」
と
の

声
が
高
ま
り
、
慶
応
寺
、
西
教
寺
（
幼
稚
舎
が
宿
舎
と
し
て
い
た
寺
院
―
引
用
者
注
）
で
も
檀
家
の
方
々
の
協
力
を
得
て
何
と
か

お
贈
り
し
た
の
で
（
61
）

し
た
」
と
い
う
よ
う
に
、
協
力
の
輪
が
広
が
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
た
ル
ー
ト
は
、
慶
應
義
塾
の

伝
手
を
た
ど
っ
て
作
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
疎
開
先
で
教
職
員
た
ち
、
ま
た
は
疎
開
児
童
た
ち
が
直
接
受
入
れ
地
の
人
々
と
触
れ

合
う
こ
と
で
形
成
し
て
い
っ
た
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
池
田
視
学
が
示
し
た
形
で
の
学
校
で
の
授
業
に
よ
る
「
町
ノ
児
童
ト

ノ
友
誼
的
交
渉
」
は
実
現
し
な
か
っ
た
が
、
広
場
で
遊
ぶ
幼
稚
舎
の
児
童
に
地
元
の
子
ど
も
が
話
し
か
け
る
よ
う
な
こ
と
も
あ

り
、「
国
民
学
校
の
生
徒
は
僕
達
が
学
校
へ
行
く
の
を
ま
っ
て
ゐ
て
、
又
な
る
べ
く
仲
よ
く
し
よ
う
と
し
て
い
ゐ
る
と
思
う
と
、

僕
は
早
く
学
校
へ
行
き
土
地
の
子
供
と
遊
ぶ
の
を
楽
し
み
に
し
て
（
62
）

ゐ
る
」
と
、
幼
稚
舎
の
児
童
が
作
文
に
書
い
た
よ
う
に
、
学
校

外
に
お
け
る
触
れ
合
い
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
2
）
緑
岡
初
等
学
校
の
船
沢
村
で
の
生
活

緑
岡
初
等
学
校
は
、
青
森
到
着
後
一
か
月
も
し
な
い
七
月
十
六
日
、
先
の
弘
前
女
学
院
か
ら
さ
ら
に
移
動
を
す
る
こ
と
と

（
63
）

な
る
。
小
宮
山
は
「
青
森
市
が
空
襲
を
受
け
た
の
で
、
第
八
師
団
所
在
地
で
あ
る
弘
前
市
も
危
険
と
い
う
の
で
、
県
の
指
示
に
よ
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り
急
遽
翌
月
中
津
軽
郡
船
沢
村
に
移
（
64
）

っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
実
際
に
児
童
の
日
記
や
手
紙
か
ら
、
こ
の
時
期
に
空
襲
警
報
が
発

令
さ
れ
た
り
、
敵
機
が
空
を
飛
ぶ
の
を
見
か
け
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
様
子
が
見
て
取
れ
る
。
東
京
の
空
襲
を
経
験
し
て
再
疎

開
か
ら
参
加
し
た
姉
弟
は
、
東
京
に
い
る
父
母
に
宛
て
、
東
京
の
心
配
を
し
な
が
ら
も
次
の
よ
う
な
内
容
を
含
む
手
紙
を
送
っ
て

い
る
。「
弘
前
も
近
頃
、
東
京
と
同
じ
よ
う
に
毎
日
毎
日
正
午
頃
、
夜
中
頃
、
二
、
三
度
、
一
機
ま
た
は
少
数
機
で
や
っ
て
き
ま

す
。（
姉
文
子
、
七
月
十
一
日
）」「
こ
ち
ら
は
十
四
日
、
十
五
日
に
は
Ｂ
29
と
小
型
の
艦
上
機
が
来
て
奥
羽
地
方
を
こ
う
げ
き
し

ま
し
た
。
…
（
中
略
）
…
だ
か
ら
、
あ
の
弘
前
市
の
町
の
女
学
校
は
あ
ぶ
な
い
の
で
、
岩
木
山
の
山
の
ふ
も
と
の
船
沢
村
へ
疎
開

を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
日
本
中
ど
こ
が
い
い
か
わ
か
り
ま
せ
ん
ね
。（
弟
政
毅
、
七
月
二
三
日
）」
こ
れ
ら
の
手
紙
か

ら
は
当
時
の
緊
迫
し
た
弘
前
の
状
況
が
伝
わ
り
、「
弘
前
も
危
険
な
の
で
別
の
場
所
に
」
と
い
う
県
か
ら
の
指
示
は
、
引
率
教
員

含
め
特
に
疑
問
を
持
た
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

し
か
し
、
弘
前
市
に
集
団
疎
開
し
た
千
人
を
超
え
る
疎
開
児
童
た
ち
が
七
月
中
旬
に
更
に
疎
開
先
を
移
動
し
た
様
子
は
な
い
。

七
月
三
一
日
に
は
弘
前
市
内
の
国
民
学
校
に
「
県
か
ら
学
童
な
ら
び
に
学
校
備
品
の
疎
開
を
支
給
実
施
す
る
よ
う
通
達
が
あ
っ

た
」
が
、
こ
の
疎
開
は
準
備
を
し
て
い
る
う
ち
に
終
戦
と
な
っ
た
た
め
実
現
し
な
か
（
65
）

っ
た
。
そ
し
て
、
終
戦
時
に
も
東
京
か
ら
の

集
団
疎
開
児
童
は
弘
前
市
内
に
い
た
こ
と
か
ら
、
七
月
中
旬
に
弘
前
市
を
出
る
よ
う
な
指
令
を
受
け
た
の
は
、
緑
岡
初
等
学
校
特

有
の
こ
と
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
り
、
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
弘
前
が
危
険
に
な
っ
た
、
と
い
う
理
由
は
幾
分
怪
し
く
な
る
。

詳
細
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
困
難
で
は
あ
る
が
、
弘
前
学
院
の
年
史
に
よ
る
と
、
緑
岡
初
等
学
校
の
受
け
入
れ
を
決
め
た
の
と

同
じ
理
事
会
で
、
陸
軍
の
部
隊
へ
の
教
室
の
貸
し
出
し
を
決
定
し
て
（
66
）

お
り
、
部
隊
と
疎
開
児
童
が
同
じ
敷
地
に
い
る
こ
と
を
良
し

と
し
な
い
、
と
い
っ
た
よ
う
な
、
軍
事
的
な
要
請
に
よ
っ
て
、
弘
前
女
学
校
か
ら
の
退
去
を
求
め
ら
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ

る
。
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い
ず
れ
に
せ
よ
、
県
か
ら
の
指
示
で
弘
前
女
学
校
を
出
た
緑
岡
初
等
学
校
は
、
近
隣
の
船
（
67
）

沢
村
へ
移
動
し
、「
同
村
長
の
好
意

と
地
主
達
の
理
解
に
よ
り
、
地
主
の
屋
敷
四
軒
の
提
供
を
受
け
（
68
）

分
宿
」
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
四
軒
の
う
ち
、
中
別
所
の
高

谷
英
城
は
、
弘
前
中
学
で
笹
森
順
造
の
同
級
生
で
あ
り
、
弘
前
女
学
館
に
所
縁
の
あ
る
高
谷
と
く
子
の
甥
に
あ
た
る
人
物
で

（
69
）

あ
る
。
ま
た
、
蒔
苗
の
蒔
苗
丈
は
村
長
、
宮
館
の
津
島
忠
郷
家
の
庭
は
国
指
定
の
名
勝
な
ど
、
い
ず
れ
も
大
邸
宅
で
、
最
北
の
高

谷
家
か
ら
最
も
南
の
蒔
苗
家
と
は
三
キ
ロ
ほ
ど
離
れ
て
お
り
、
宿
泊
先
に
よ
っ
て
そ
の
後
の
生
活
は
様
々
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て

（
70
）

い
る
。
疎
開
児
童
の
手
紙
に
は
近
隣
の
舩
沢
国
民
学
校
へ
は
、「
奉
読
式
」
な
ど
に
は
訪
問
し
た
記
録
が
あ
（
71
）

る
が
、
圧
倒
的
に
農

作
業
の
記
述
が
多
く
、
教
科
の
勉
強
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
宿
泊
し
て
い
る
民
家
で
行
わ
れ
た
こ
と
し
か
書
か
れ
て
い

（
72
）

な
い
。
そ
の
た
め
幼
稚
舎
の
よ
う
な
二
部
授
業
な
ど
の
形
で
定
期
的
に
地
元
の
国
民
学
校
に
通
っ
て
い
た
可
能
性
は
低
い
と
思
わ

れ
る
。
再
疎
開
後
の
食
糧
事
情
に
つ
い
て
は
「
多
少
よ
く
な
（
73
）

っ
た
」
「
船
沢
村
は
米
産
地
な
の
で
美
味
し
い
白
米
を
十
分
食
べ
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
一
同
大
喜
び
だ
（
74
）

っ
た
」
な
ど
の
回
想
も
多
く
、
ま
た
村
の
祭
り
に
参
加
す
る
な
ど
地
域
と
の
接
触
も
見
ら
れ

た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
「
分
宿
先
が
村
長
宅
や
地
主
で
あ
っ
た
こ
と
も
要
因
で
あ
（
75
）

ろ
う
」
と
分
析
さ
れ
て
い
る
。

緑
岡
初
等
学
校
の
再
疎
開
は
、
青
森
県
が
指
定
し
た
と
さ
れ
る
寺
院
（
実
際
に
は
最
初
は
旅
館
に
宿
泊
し
て
い
た
の
で
、
そ
の

判
断
も
ど
の
よ
う
に
下
さ
れ
た
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
）
か
ら
、
関
係
の
深
い
弘
前
女
学
校
へ
の
疎
開
、
更
に
指
定
さ
れ
た
船
沢

村
で
の
関
係
者
宅
へ
の
寄
宿
な
ど
、
移
転
を
重
ね
つ
つ
も
、
比
較
的
疎
開
側
の
希
望
が
通
る
よ
う
な
形
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
そ

し
て
、
そ
の
背
景
に
は
弘
前
教
会
、
笹
森
順
三
、
弘
前
女
（
76
）

学
院
、
更
に
地
元
の
地
主
な
ど
の
協
力
が
見
て
取
れ
る
。
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四

ま
と
め

慶
應
義
塾
幼
稚
舎
の
再
疎
開
を
青
山
学
院
緑
岡
初
等
学
校
と
比
較
し
て
見
て
み
る
と
、
緑
岡
初
等
学
校
が
青
森
県
に
あ
る
同
じ

メ
ソ
ジ
ス
ト
の
弘
前
女
学
校
関
係
者
な
ど
と
の
協
力
で
再
疎
開
事
業
を
行
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
幼
稚
舎
で
は
、
そ
の
よ
う
な
こ

と
を
十
分
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
学
外
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
い
え
ば
、
三
田
会
の
よ
う
な
組
織
も
あ

り
、
慶
應
義
塾
当
局
、
幼
稚
舎
首
脳
部
も
意
識
は
し
て
い
る
ら
し
く
、
再
疎
開
先
に
到
着
し
て
間
が
な
い
七
月
九
日
、
東
京
の
天

現
寺
に
あ
る
幼
稚
舎
の
教
員
が
、
三
田
の
理
事
た
ち
に
疎
開
学
園
（
再
疎
開
の
件
と
思
わ
れ
る
）
の
こ
と
を
報
告
す
る
と
同
時

に
、「
今
泉
塾
員
課
長
を
通
シ
テ
、
福
島
、
山
形
、
弘
前
ノ
三
田
会
ニ
謝
礼
状
ノ
発
（
77
）

送
ヲ
」
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
実
際
の
疎

開
事
業
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
が
働
い
た
の
か
は
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
幼
稚
舎
の
教
員

た
ち
が
、
修
善
寺
で
見
た
よ
う
な
塾
当
局
や
力
の
あ
る
保
護
者
に
頼
る
こ
と
と
な
く
、
受
入
れ
の
段
階
か
ら
実
際
に
自
分
た
ち
で

す
べ
て
動
い
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
姿
が
見
ら
れ
た
。
緑
岡
初
等
学
校
が
、
既
存
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
て
、
疎
開
を

行
っ
た
の
に
比
べ
て
、
青
森
県
の
人
々
と
の
関
係
を
教
員
た
ち
が
一
か
ら
作
っ
て
い
た
よ
う
に
見
え
た
。

ま
た
、
緑
岡
初
等
学
校
が
、
青
森
県
到
着
後
、
繰
り
返
し
た
移
転
の
中
に
は
、
軍
事
的
要
請
と
思
わ
れ
る
も
の
も
あ
っ
た
が
、

幼
稚
舎
の
疎
開
地
は
、
軍
事
的
用
地
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
幼
稚
舎
疎
開
学
園
に
青
森
滞
在
中
の
県
内
移
転
が
な
か
っ
た
こ
と
は

幸
運
で
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

青
森
県
到
着
直
後
に
幼
稚
舎
が
向
き
合
う
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
受
入
れ
地
域
の
視
学
官
が
示
し
た
戦
時
体
制
に
親
和
性
の
あ

る
教
育
理
念
で
あ
っ
た
。
視
学
官
は
教
育
方
針
に
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
こ
と
を
考
え
る
と
、
木
造
に
到
着
し
て
間
も
な
い
時
期
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に
、
幼
稚
舎
の
教
員
た
ち
に
浴
び
せ
ら
れ
た
言
葉
は
、
青
森
県
内
の
国
民
学
校
の
教
育
が
ど
の
よ
う
な
方
向
性
を
持
っ
て
い
る
の

か
を
、
感
じ
取
ら
せ
る
に
十
分
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
疎
開
先
の
選
定
、
移
動
方
法
な
ど
疎
開
経
営
そ
の
も
の
は
、
青
森
の
方

針
を
受
け
入
れ
る
立
場
を
取
り
続
け
た
幼
稚
舎
の
教
員
た
ち
が
、
混
合
編
入
の
拒
否
に
強
く
拘
っ
た
の
は
、
幼
稚
舎
の
教
育
を
守

る
と
い
う
思
い
か
ら
で
は
な
か
っ
た
か
。
ま
た
緑
岡
初
等
学
校
が
関
係
者
の
協
力
を
得
て
守
ろ
う
と
し
た
も
の
も
、
引
率
の
責
任

者
で
も
あ
る
小
宮
山
が
く
し
く
も
述
べ
た
よ
う
に
キ
リ
ス
ト
教
主
義
教
育
で
あ
っ
た
と
い
（
78
）

え
る
。
疎
開
児
童
の
後
の
回
想
で
は

「
疎
開
中
、
先
生
方
は
キ
リ
ス
ト
教
に
関
す
る
こ
と
は
口
に
だ
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、」
実
践
的
に
聖
書
の
理
念
を
実
現
し
よ
う

と
し
て
い
た
と
さ
れ
て
（
79
）

お
り
、
表
だ
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
教
育
が
で
き
な
い
時
代
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
環
境
を
重
要
視
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。

戦
争
末
期
の
教
育
崩
壊
と
い
わ
れ
る
時
期
に
東
京
か
ら
遠
く
離
れ
た
青
森
県
に
再
疎
開
し
た
慶
應
義
塾
幼
稚
舎
の
教
員
た
ち

は
、
よ
り
自
律
的
に
自
ら
交
渉
し
、
疎
開
生
活
の
維
持
の
為
に
動
い
て
い
た
が
、
そ
う
し
た
教
育
活
動
の
柱
と
な
っ
て
い
た
も
の

は
、
私
立
学
校
が
持
つ
教
育
理
念
を
守
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
緑
岡
小
学
校
の
教
員
た

ち
が
キ
リ
ス
ト
教
教
育
を
守
ろ
う
と
し
た
こ
と
と
通
底
す
る
部
分
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
私
立
学
校
の
教
育
理
念
と
戦
時
下
で

の
具
体
的
な
教
育
活
動
の
関
係
は
よ
り
詳
細
な
検
討
を
必
要
と
す
る
た
め
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注（
1
）
「
そ
の
場
し
の
ぎ
」
と
い
う
言
葉
を
鍵
に
し
て
、
集
団
疎
開
が
無
計
画
無
展
望
に
立
案
・
実
施
さ
れ
、
ま
た
疎
開
に
関
わ
る
全
て
の
営

為
が
「
学
童
の
安
全
や
平
和
に
は
本
質
的
に
は
寄
与
し
え
な
か
っ
た
」
と
評
価
し
て
い
る
。
青
木
哲
夫
「
集
団
学
童
疎
開
に
お
け
る
再
疎

開
の
歴
史
的
評
価
に
つ
い
て
―
―
一
条
三
子
�
学
童
集
団
疎
開
行
政
の
史
的
考
察
�
に
よ
せ
て
―
―
」『
歴
史
評
論
』
五
一
二
号
、
平
成
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四
年
。

（
2
）
再
疎
開
は
本
稿
で
取
り
上
げ
る
県
外
へ
の
再
疎
開
以
外
に
も
、
県
内
で
移
動
し
た
も
の
も
多
く
、「
む
し
ろ
県
内
移
動
の
方
が
人
数
的

に
断
然
多
い
」
と
さ
れ
る
。
一
條
三
子
「
東
京
都
学
童
集
団
疎
開
行
政
の
史
的
考
察
」『
歴
史
評
論
』
五
〇
七
号
、
平
成
四
年
、
六
〇
頁
。

（
3
）
『
東
京
都
教
育
史
』
通
史
編
四
、
東
京
都
立
教
育
研
究
所
編
、
平
成
九
年
、
一
三
七
頁
。

（
4
）
逸
見
勝
亮
『
学
童
集
団
疎
開
史

子
ど
も
た
ち
の
戦
闘
配
置
』
大
月
書
店
、
平
成
十
年
、
二
一
六
頁
。

（
5
）
一
條
三
子
『
学
童
集
団
疎
開
―
―
受
入
れ
地
域
か
ら
考
え
る
』
岩
波
書
店
、
平
成
二
九
年
、
阿
部
恒
也
「
い
わ
て
に
再
疎
開
し
た
こ
ど

も
た
ち
」『
学
童
疎
開
の
記
録
』
第
1
巻
、
全
国
疎
開
学
童
連
絡
協
議
会
編
、
大
空
社
、
平
成
六
年
な
ど
。

（
6
）
佐
藤
秀
夫
「
総
論

学
童
疎
開
」『
学
童
疎
開
の
記
録
』
第
1
巻
、
二
四
頁
。

（
7
）
青
山
学
院
緑
岡
初
等
学
校
の
集
団
疎
開
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
中
村
早
苗
「
青
山
学
院
緑
岡
初
等
学
校
の
学
童
集
団
疎
開
―
―
大
島
照

雄
日
記
を
て
が
か
り
に
―
―
」『
教
育
研
究
』
第
五
八
号
、
平
成
二
六
年
と
、
こ
れ
を
小
学
校
高
学
年
向
き
に
書
き
直
し
た
も
の
に
史
料

な
ど
を
加
え
た
『
青
山
学
院
緑
岡
初
等
学
校
の
学
童
集
団
疎
開
』『
青
山
学
院
緑
岡
初
等
学
校
の
学
童
集
団
疎
開
』
編
集
委
員
会
編
、
平

成
二
七
年
、
に
多
く
の
部
分
を
依
拠
し
た
。

（
8
）
『
稿
本

慶
應
義
塾
幼
稚
舎
史
』
慶
應
義
塾
幼
稚
舎
編
、
昭
和
四
〇
年
、
六
七
四
〜
六
七
五
頁
。
な
お
、
保
護
者
の
尽
力
や
理
事
、
塾

長
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
慶
應
義
塾
幼
稚
舎
に
お
け
る
学
童
集
団
疎
開
に
関
す
る
一
考
察
―
―
幼
稚
舎
緊
急
対
策
後
援
会
と

の
関
係
か
ら
―
―
」『
近
代
日
本
研
究
』
第
二
三
号
、
平
成
十
九
年
。

（
9
）
前
掲
、
中
村
、
三
五
頁
。

（
10
）
前
掲
『
東
京
都
教
育
史
』
通
史
編
四
、
一
三
一
頁
。

（
11
）
青
木
哲
夫
「
東
京
都
集
団
学
童
疎
開
に
み
る
戦
時
下
の
都
政
」
東
京
歴
史
科
学
研
究
会
第
三
〇
回
大
会
報
告
『
人
民
の
歴
史
学
』
第
一

二
九
号
、
平
成
八
年
、
九
〜
十
頁
。

（
12
）
「
再
疎
開
集
団
疎
開
人
数
報
告
書

昭
和
二
十
年
五
月
十
日
」。
慶
應
義
塾
幼
稚
舎
長
清
岡
暎
一
名
で
、
渋
谷
区
長
磯
村
英
一
宛
に
書
か
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れ
た
も
の
の
で
、
定
期
的
に
提
出
し
た
も
の
の
下
書
き
と
考
え
ら
れ
る
。「
当
校
修
善
寺
町
集
団
疎
開
二
於
ケ
ル
人
員
左
ノ
通
リ
」
と
あ

り
、
青
森
県
へ
の
再
疎
開
を
意
識
し
た
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。（「
疎
開
報
告
文
書
綴
」
慶
應
義
塾
幼
稚
舎
所
蔵
）

（
13
）
「
幼
稚
舎
教
務
日
誌
（
天
現
寺
）」
五
月
十
日
、
及
び
五
月
十
二
日
（
慶
應
義
塾
幼
稚
舎
に
保
管
さ
れ
て
い
る
、
在
京
の
教
員
宮
下
正
美

に
よ
る
教
務
日
誌
。
昭
和
十
九
年
十
月
二
日
か
ら
昭
和
二
〇
年
八
月
十
五
日
ま
で
記
載
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
便
宜
上
「
天
現
寺
日

記
」
と
す
る
。）
続
く
、
天
現
寺
の
幼
稚
舎
を
中
心
と
し
た
教
員
の
動
き
は
す
べ
て
「
天
現
寺
日
記
」
に
よ
る
。

（
14
）
慶
應
義
塾
幼
稚
舎
所
蔵
。「
号
外
」
と
さ
れ
た
磯
村
渋
谷
区
長
名
に
よ
る
印
刷
物
。
宛
名
は
「
各
国
民
学
校
長
殿
」
と
な
っ
て
お
り
、

題
名
が
「
国
民
学
校
長
開
催
ノ
件
」
と
あ
る
が
、「
校
長
会
開
催
」
の
意
味
か
。
会
議
の
内
容
は
「
一
、
学
童
集
団
疎
開
ニ
関
ス
ル
件

一
、
残
留
児
童
教
育
ニ
関
ス
ル
件

一
、
教
員
定
期
増
俸
該
当
者
調
査
ノ
件

一
、
其
ノ
他
」
と
あ
る
。

（
15
）
前
掲
「
天
現
寺
日
記
」
五
月
二
三
日
。

（
16
）
「
疎
開
学
園
教
員
会
議
記
録
」
慶
應
義
塾
幼
稚
舎
所
蔵
（
本
稿
で
は
「
教
員
会
議
録
」
と
す
る
）。

（
17
）
吉
田
小
五
郎
『
幼
稚
舎
の
歴
史
』
慶
應
義
塾
幼
稚
舎
発
行
、
昭
和
五
九
年
、
一
七
五
頁
。

（
18
）
前
掲
「
教
員
会
議
録
」
五
月
三
一
日
。

（
19
）
前
掲
「
天
現
寺
日
記
」
六
月
七
日
。

（
20
）
「
御
通
知
」
ガ
リ
版
刷
（
慶
應
義
塾
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
及
び
、
慶
應
義
塾
幼
稚
舎
蔵
）。
な
お
、
こ
の
全
文
は
『
慶
應
義
塾
幼
稚
舎
疎

開
学
園
の
記
録
』
下
巻
、
慶
應
義
塾
幼
稚
舎
「
疎
開
学
園
の
記
録
」
編
集
委
員
会
編
、
平
成
二
八
年
、
二
二
四
〜
二
二
五
頁
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
。

（
21
）
前
掲
「
教
員
会
議
録
」
六
月
十
三
日
。

（
22
）
前
掲
「
天
現
寺
日
記
」
六
月
十
五
日
。

（
23
）
藤
川
直
迪
『
木
造
高
校
物
語
』
北
方
新
社
、
平
成
九
年
、
九
五
頁
。

（
24
）
「
今
は
む
か
し
の
物
語
Ⅱ
―
―
先
生
方
の
思
い
出
話
」『
仔
馬
』
第
六
巻
、
第
五
号
、
慶
應
義
塾
幼
稚
舎
、
昭
和
三
〇
年
、
九
八
頁
。
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（
25
）
慶
應
義
塾
幼
稚
舎
所
蔵
資
料
。
縦
書
き
用
箋
二
枚
に
木
造
で
の
活
動
の
様
子
を
報
告
す
る
内
容
が
示
さ
れ
て
い
る
。
宛
名
署
名
な
し
、

筆
跡
不
明
で
あ
る
が
、
日
付
、
内
容
か
ら
先
発
隊
の
教
員
か
ら
修
善
寺
の
疎
開
学
園
、
あ
る
い
は
東
京
天
現
寺
の
幼
稚
舎
に
向
け
て
発
信

さ
れ
た
も
の
と
推
定
し
た
。

（
26
）
慶
應
義
塾
幼
稚
舎
所
蔵
資
料
。
注
（
51
）
と
同
様
の
縦
書
き
用
箋
一
枚
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
宛
名
署
名
な
し
、
筆
跡
不
明
。
注

（
51
）
と
同
じ
筆
跡
の
可
能
性
が
高
い
が
、
使
用
し
て
い
る
筆
記
用
具
が
異
な
る
た
め
、
断
定
を
避
け
た
。
日
付
、
内
容
か
ら
注
（
51
）

と
同
じ
く
先
発
隊
が
、
疎
開
学
園
も
し
く
は
幼
稚
舎
に
送
っ
た
も
の
と
推
定
し
た
。

（
27
）
前
掲
「
天
現
寺
日
記
」
六
月
二
一
日
。

（
28
）
「
二
十
一
年
Ｋ
組
の
生
徒
が
疎
開
中
に
書
い
た
作
文
」
前
掲
『
慶
應
義
塾
幼
稚
舎
疎
開
学
園
の
記
録
』
下
巻
、
一
九
五
〜
一
九
六
頁
。

（
29
）
同
前
、
一
九
六
頁
。

（
30
）
同
前
一
九
七
頁
。

（
31
）
同
前
。

（
32
）
同
前
。

（
33
）
前
掲
、
中
村
、
四
一
頁
。

（
34
）
前
掲
、
中
村
、
四
一
〜
四
二
頁
。

（
35
）
前
掲
、
中
村
、
四
三
頁
。

（
36
）
五
期
井
上
（
旧
姓
岩
本
）
文
子
書
簡
よ
り
。
前
掲
『
青
山
学
院
緑
岡
初
等
学
校
の
学
童
集
団
疎
開
』、
二
〇
一
五
年
、
一
一
五
〜
一
一

七
頁
。

（
37
）
千
葉
寿
雄
『
和
徳
小
学
校
沿
革
史
』
和
徳
小
学
校
創
立
百
周
年
記
念
事
業
協
賛
会
編
、
昭
和
五
〇
年
、
五
二
七
頁
。

（
38
）
和
徳
国
民
学
校
の
学
校
日
誌
よ
り
抜
粋
。
前
掲
『
和
徳
小
学
校
沿
革
史
』
五
二
八
頁
。

（
39
）
前
掲
、
中
村
、
四
五
頁
。
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（
40
）
同
前
。

（
41
）
『
青
山
学
院
一
二
〇
年
』、『
青
山
学
院
一
二
〇
年
』
編
集
員
会
編
、
平
成
八
年
、
四
五
頁
。
及
び
『
弘
前
学
院
百
年
史
』
弘
前
学
院
、

平
成
二
年
、
一
九
頁
。

（
42
）
前
掲
、『
青
山
学
院
緑
岡
初
等
学
校
の
学
童
集
団
疎
開
』
一
五
八
頁
。

（
43
）
木
造
で
の
宿
舎
は
次
の
通
り
（
前
掲
『
稿
本

慶
應
義
塾
幼
稚
舎
史
』
六
七
一
〜
六
七
二
頁
）

第
一
学
寮

木
造
中
学
校
寄
宿
舎

七
三
名

第
六
学
年

慶
組

應
組

第
五
学
年

慶
組
（
木
造
で
は
、
慶
、
應
を
合
わ
せ
て
一
組
と
し
た
）

第
二
学
寮

西
教
寺

三
八
名

第
三
学
年

應
組

第
四
学
年

慶
組

第
三
学
寮

慶
應
寺

三
三
名

第
三
学
年

慶
組

第
一
、
二
学
年

（
44
）
「
木
造
中
学
校
寄
宿
舎
内
慶
應
疎
開
学
園

寮
生
生
活
誌

自
昭
和
廿
年
七
月
二
日
」
七
月
二
日
。
慶
應
義
塾
幼
稚
舎
所
蔵
（
本
稿
で

は
『
寮
生
生
活
誌
』
と
す
る
）。

（
45
）
前
掲
「
今
は
む
か
し
の
物
語
Ⅱ
―
―
先
生
方
の
思
い
出
話
」
九
九
頁
。

（
46
）
「
東
奥
日
報
」
昭
和
二
〇
年
五
月
五
日
。
池
田
健
三
の
略
歴
な
ど
に
つ
い
て
は
、
同
紙
面
及
び
原
子
昭
三
『
津
軽
奇
人
伝
』
昭
和
五
九

年
、
一
七
八
〜
一
八
七
頁
を
参
照
し
た
。

（
47
）
「
一
燈
園
は
、
西
田
天
香
（
一
八
七
二
〜
一
九
六
八
）
が
一
九
〇
四
年
に
開
始
し
…
（
中
略
）
…
そ
の
信
条
は
、�
人
は
何
者
を
も
所
有
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し
な
い
で
も
、
許
さ
れ
て
生
か
さ
れ
る
�
と
い
う
も
の
で
…
（
中
略
）
…
一
九
三
〇
年
代
以
降
、
隊
列
を
組
み
市
中
の
民
間
の
便
所
掃
除

を
し
て
歩
く
独
特
の
活
動
（
一
燈
園
で
は
「
行
願
」
と
呼
ぶ
）
を
頻
繁
に
行
い
始
め
た
」
山
本
直
美
「�
も
う
ひ
と
つ
の
生
き
方
�
一
燈

園
に
お
け
る
共
同
性
と
人
間
観
」『
日
本
文
化
人
類
学
会
大
会
発
表
要
旨
集
』
平
成
二
四
年
。

（
48
）
「
東
奥
日
報
」
昭
和
二
〇
年
五
月
六
日
。
引
用
中
、
潰
れ
て
不
明
瞭
な
文
字
が
あ
っ
た
た
め
□
で
示
し
た
。

（
49
）
前
掲
「
今
は
む
か
し
の
物
語
Ⅱ
―
―
先
生
方
の
思
い
出
話
」
九
九
頁
。

（
50
）
『
月
刊
東
奥
』
昭
和
二
〇
年
、
七
月
号
。

（
51
）
前
掲
「
今
は
む
か
し
の
物
語
Ⅱ
―
―
先
生
方
の
思
い
出
話
」
九
九
頁
。

（
52
）
前
掲
「
寮
生
生
活
誌
」
七
月
五
日
、
七
月
九
日
。

（
53
）
前
掲
「
教
員
会
議
録
」
七
月
七
日
。

（
54
）
前
掲
「
教
員
会
議
録
」
七
月
九
日
。

（
55
）
『
向
陽
―
―
創
立
百
周
年
記
念
誌
』
向
陽
小
学
校
創
立
百
年
祭
記
念
事
業
協
賛
会
、
昭
和
四
七
年
、
一
二
二
頁
。

（
56
）
渡
辺
徳
三
郎
『
福
沢
諭
吉

家
庭
教
育
の
す
す
め
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
平
成
二
二
年
、
三
二
六
頁
。

（
57
）
吉
田
小
五
郎
の
提
案
に
よ
り
疎
開
学
園
か
ら
児
童
の
東
京
の
家
庭
に
出
さ
れ
た
も
の
。
十
日
ご
と
に
送
ら
れ
、
遠
隔
地
の
学
園
の
様
子

を
知
ら
せ
る
役
割
を
担
っ
て
い
た
。

（
58
）
神
谷
一
徳
「
四
ヶ
月
の
木
造
生
活
（
上
）」「
慶
應
義
塾
幼
稚
舎
同
窓
会
報
」
第
一
五
〇
号
、
平
成
一
二
年
。

（
59
）
前
掲
「
教
員
会
議
録
」
七
月
九
日
。

（
60
）
佐
々
木
敏
子
さ
ん
談
「
幼
稚
舎
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
」『
仔
馬
』
第
六
巻
、
第
五
号
、
慶
應
義
塾
幼
稚
舎
、
昭
和
三
〇
年
、
一
二
二
頁
。

（
61
）
慶
応
寺
の
次
男
に
よ
る
回
想
、
同
前
『
仔
馬
』
一
二
〇
頁
。

（
62
）
「
二
一
年
Ｋ
組
卒
の
生
徒
が
疎
開
中
に
書
い
た
作
文
」
前
掲
『
慶
應
義
塾
幼
稚
舎
疎
開
学
園
の
記
録
』
下
巻
、
一
九
八
頁
。

（
63
）
「
午
後
に
た
ち
三
時
半
く
ら
ひ
に
つ
い
た
。」
大
島
照
雄
「
船
沢
日
記
」
七
月
十
六
日
（
前
掲
、
中
村
、
四
七
頁
）。
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（
64
）
前
掲
、
中
村
、
四
七
頁
。

（
65
）
『
弘
前
市
教
育
史

下
巻
』
弘
前
市
教
育
史
編
纂
委
員
会
、
昭
和
五
四
年
、
四
一
一
頁
。

（
66
）
前
掲
『
弘
前
学
院
百
年
史
』
三
九
〇
頁
。（
前
掲
、
中
村
、
四
五
頁
。）

六
月
十
二
日
の
理
事
会
は
青
山
学
院
初
等
科
学
童
六
十
名
、
附
添
教
師
八
名
を
受
入
れ
、
高
谷
記
念
館
を
住
宅
に
あ
て
る
こ
と
、
ま
た
、

八
甲
第
二
七
三
八
〇
部
隊
の
要
請
で
六
教
室
を
約
二
ヶ
月
間
貸
す
こ
と
を
時
局
下
緊
急
と
認
め
決
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
青
山
学
院
の

疎
開
児
童
は
弘
前
市
役
所
の
指
示
に
よ
り
、
船
沢
国
民
学
校
に
通
学
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
ま
も
な
く
船
沢
へ
移
っ
て
い
き
、
軍
隊

へ
の
教
室
貸
与
も
あ
わ
た
だ
し
い
軍
の
動
き
の
中
で
取
り
や
め
に
な
っ
た
（
傍
線
、
引
用
者
）。

（
67
）
昭
和
三
〇
年
三
月
一
日
、
弘
前
市
に
編
入
。

（
68
）
前
掲
「
疎
開
の
詳
細

小
宮
山
伍
助
氏
よ
り
聞
き
書
き
」
前
掲
、
中
村
、
四
七
頁
。

（
69
）
前
掲
『
青
山
学
院
緑
岡
初
等
学
校
の
学
童
集
団
疎
開
』
五
七
頁
。

（
70
）
同
前
、
八
一
〜
八
二
頁
。

（
71
）
同
前
、
一
三
〇
頁
。

（
72
）
同
前
、
一
一
四
〜
一
五
七
頁
。

（
73
）
「〈
座
談
会
〉
青
山
学
院
の
学
童
疎
開
」『
青
山
学
院
と
平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
』
平
成
十
年
、
二
九
〇
頁
。

（
74
）
『
信
仰
の
盾
に
ま
も
ら
れ
て
―
―
青
山
学
院
初
等
部
五
十
年
の
あ
ゆ
み
』
青
山
学
院
初
等
部
、
昭
和
六
二
年
、
三
九
頁
。

（
75
）
前
掲
、
中
村
、
五
〇
頁
。

（
76
）
当
時
の
弘
前
女
学
校
の
校
長
成
田
孝
治
は
、
東
北
大
学
臨
時
教
員
養
成
所
を
卒
業
後
、
青
山
学
院
高
等
女
学
部
に
奉
職
、
そ
の
後
、
東

奥
義
塾
、
弘
前
女
学
院
を
経
て
、
戦
後
は
青
山
学
院
中
等
部
や
高
等
部
に
努
め
て
い
る
（『
青
山
学
院
九
十
年
史
』
青
山
学
院
、
昭
和
四

〇
年
）。

（
77
）
前
掲
「
天
現
寺
日
記
」
七
月
九
日
。

青森県における学童集団疎開の受け入れについて
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（
78
）
前
掲
『
青
山
学
院
緑
岡
初
等
学
校
の
学
童
集
団
疎
開
』
五
二
頁
。

（
79
）
前
掲
「〈
座
談
会
〉
青
山
学
院
の
学
童
疎
開
」
二
九
二
頁
。
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